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三重の女性史研究会☆パネル展示☆2012年 11月 10日 (上 )

参

未

『実効性ある
過去□

11月 10日 に開催された、フレンテみえ

男女共同参画フォーラム 「みえの男女

2012」 において、二重の女性史研究会は、

今年もパネル展を実施 しました。今年のテ

ーマは「実効性ある女性参政権へ、過去・

現在・未来」。ご来場の老若男女多数の方

に見ていただくことができ、かつ、パネル

だけでは伝えきれなかつた情報を盛 り込

んだ会報 (前 号̂ 14号など)も 多数持ち帰

っていただいくことができました。

今回の展示は、ここ数年 4月 にフレ

ンテみえエン トランスで開催 させて

いただいている「春のパネル展」の内

容に加え、「四日市大学総合政策学部

公開授業 地方議会論 2012」 で会員が

発表させていただいた「二重県の女性

議員の状況」の内容の一部や、今年度

新たに発見 した婦人参政同盟二重県

支部古林久子の複数の文章など、最新

の情報も織 り交ぜてパネルを構成 し

ました。おかげさまで好評をいただく

ことができました。

そ して、今回も引き続き、フォーラム終了後約 1か月間、同じフレンテみえ情報コーナーにパネ

ルを展示させていただくことができ、当日残念ながらフォーラムに来場できなかつた多くの県民の

方々にも、情報を発信することができたと思います。

ありがこう
ございきした.



重の女性史研究会2012秋 (?)の

今回は松阪市に

お邪魔しました

2012年 12月 13日 (木 )、 三重の女性史
研究会の会員 9名は松阪市にフィール ドワー
クに出かけました。「秋」と銘打つたもののす

でに 12月。おまけにこの冬は 12月から冷え

込みも厳し<、 それぞれ防寒着を着込んでの旅

となりました。けれども各所で伺うお話に、心

も温か <、 中には心の炎が再燃する人まで現れ

る、実り多い旅となりました。

〔こど{)の線画を「
に、

1ヽっ て解説をされるリト阪とくさん |

〔松力li武νЧ郎記念館の前で中野恭館 1こ (ム i端)と 〕

【今回の行程】

9:30～ 10:30松浦lLt四郎記念館 〔(1'中野恭館長
にお話を伺う②常設展示ならびに「AIN∪ AR丁― 風

のかたリベJ見学 (現代&近代のアイヌエ芸品。女性

作家も多数。)〕

11:OO～ 14iOO武 蔵野 〔(1)松阪市教育委員会人
権まなび課油谷雅司様提供の日野 2丁目区会議員選

[最後に全員でパチリて)撮影されたのllk

′i教史_rヽの 1武蔵野 |グ )ご }1人です。l

お世話になりました松阪の皆きま、

ご協力ありがとうございました。
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tl(年 、絵μlをた

`lて
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経験談の数々に、

ど()と 関わってこられた

i活 |ヽ t尽きません。1
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井阪 とくさん の 生き方に学ぶ

γ                              報告:竹 内   令  平7
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ぶ ぇ年)なの?                         
平

予  手を添えられてはいるけれど、自分の足で歩いてこられる。体全体から、「まだ現役」 予

T 

の

言甘省鷲lとFざ〔|れつきとした肩書きがあるのだ。“幼年美術の会主宰"。 体眠中の 平
子 会なんかじゃない。                         予

平  
「
誓里[重L「 1鬼糞顧柳 YL亀鳥尾勇ff;|:れ

ど、面白いから続けている」
    平

T 」魯:孝「襲看軍」警]月真J馨]装『1よよ寧「
?)｀ だから、ボランティアで保亨所

 T
予                                予

平こ1で[[言[:実曹彙詈臭』ヲiT甜観彗耽吼恣αヒ平
予  ,と話す中でその線の意味に気付くこと。これが教育の原点。              予

羊  振;ζ虐ヴ:具11察言r資
料を示しながら、はっきりした言葉で話される。時には、手

 平
7

予   ・「上手」「下手」は禁句。「下手」は殺人語。                    予

平  !言 [警霜息羊[:氏 itllミユ了象層三二革lF「
い°無我、無欲、無心で。
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人の言却 難 、麻 嚇

羊
予                                予

平
こ秀碁誓:峯コ案1東iFhil」 1:k胤 r」」Fよ計 ぷ 首与fllflli]『[、 平

予 圧倒されて、ただ領くばかり。                      予

平 たfミ込:黛F薦曇、1球L[無ξf後電鷲2勇:なっ℃T13)茸瞥1奪察七TI募ダ方黙屁 T
予 はありそうだ。                        予

平   
久し振りに、ハッパを掛けられた一日だった。
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石 井 ,羊子 さ ん   (名 張市在住。女性第一号の二重県民生委員児童委員協議会会長)

地域福祉と共に歩んだ半生

一新興団地に移住 してきて47年一
(後 編 ) 聞き書き ・ 江南 登美

〔※ (前編)は 「MieHerstory」 14号に掲載しています。〕

4、 名張市民児協連合会会長となつてからの多忙さと思い。

平成 10年 12月 から平成 19年 11月 まで、名張市民生委員児童委員協議会連合会会長を務
める。

女性が連合会の会長になるというのは、平成 10年当時、県でも初めてのことであり、市内で
異議を唱える人がいたようだが、その後県下の連合会で女性会長が出てくるようになつてきた。

連合会長になると県の協議会にも出るようになり、常任理事 1期、副会長 1期を経て、平成 1

7年 12月 より県の協議会会長の任に就く。
当時、民生委員口児童委員に推されるほどの人でも、男性には「女が会長やるのは生意気」と

いう考え方が根強くあり、市、県のみならず全国的に見ても同じだつた。 全国の会長会で、北
海道の80代の会長が、ある女性会長に対して「女かぁ～」と言つた言葉が忘れられない。それ
ほど女性がリーダーになることに対して、男性には抵抗感があるのだと思つた。

他の組織ならともかく福祉をめざす民生児童委員の中に「女やないか」という考え方があり、

意見を出しても通らないことが間々あったが、ねばり強く、くじけずに進んでいるうちに、あた

りまえのこととして女性のリーダーの存在を受け入れる組織へ変貌していくということも体験

した。

また、新興団地故に旧住民の側からの「あんたら他所者やないか」という見方が、声を出し

て面と向かつて言われたことはないが、PttA活動にしても地域の市民活動にしても、心の中で思

つているであろうことがかすかに見えたこともある。

ある時 「名張の人、よそから来た人」をテーマにディスカッションがもたれる場面まであっ
たけれど、元からの名張の人と移住者との融和を図ろうという試みだつた。 行政はかなり気を
遣っていたようで今思えば面白い。

さて、県の会長職というのは、それまでに体験したことのない程の激務だつた。 けれども、
県行政の中の福祉関係全てに関わる立場として、いろいろ勉強をさせてもらつた。いろんな人と

接して勉強した。 老人医療、福祉医療、同和問題、人権問題、等福祉全般に関わつてきた。
障がい者施設にも関わつた。関係した審議委員会だけでも20に及ぶほど。手帳のスケジュー
ルは毎日びつしりで、あつちもこつちもと忙しい日々だった。けれども、核になるのは何と言つ

ても福祉。 福祉からははずれない。 だからこそやってこられたのだと思う。
身近なことに目を向け、ありのままに心をこめて取り組み、上からの「してあげる」目線では

人と接しない。その信条できたから、36年もやらせていただけたのだとも思う。 いろんな人
との絆も得、7の力しかなかつた自分が、10もの事ができたのではないかと感謝している。 推
してくださつた人がいて、それを受けた限りは、精一杯やる信念が40年間の福祉活動の原動力
だつた。 更に付け加えるなら、家族の存在のお蔭でもある。妻であり母である者への最大の理
解者なしではできなかつたことだ。 夫も子供も一個の人間として一日おいてくれ、持つている
ものを家族のためにだけ使つているのではなく、隣の人が大事で、隣の人のためにできることが

あればなんでもやろうとすることを支持してくれた。そして体、健康であつたからこそ続けられ

たのだと思う。
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5、 そして後の現在

平成 19年 11月末で民生児童委員を退任 した。在任中の 19年 4月 から名張市社会福祉協議
会会長を5年務め、更に別の新 しい出会いを得た。

社協は厳しい事も多かつたけれど楽しかった。 市全体の福祉事業のことも学び、その他多く
のことを学んだ。 福祉の現場で働く人の待遇はよくない。それにも拘らず職員が頑張つてくれ
て助けてもらう事が多かつた。

平成24年 6月 をもつて市社協会長を退任したが、一市民として福祉関係の様々な場所で活動
を続ける傍ら、請われれば、福祉問題に関わる人々にその心を伝える活動もしている。

6、 今思 う大事なこと

これまで言い続けてきたことがある。

自分の持つている物。それは何でもいい。 お金があればお金。時間があれば時間。技術があ 4

れば技術。何もなければ優しい心だけでもいい、ありがとうだけでもいい。何でもいいから人の 1

ために使いましょう。 ということ。
そしたら、立派なことができなくても、歳をとつてからでもできることが見つかる。 サロン

｀

に行つて、隣の人に、あんた元気 ? どうしているの? と尋ねることもできるだろう。 走る
ことはできないし、重いものは持てない。物を持てば忘れてくるし、視力は落ちている。 はつ
きり老化だと自覚する。 それでも感受性とか記憶力は落ちても思考力はまだある。本を読むの
も好きだし、悲観 しなくても生きている間はできる事はまだあると思う。 そして、「まだまだ
できる事はいつぱいありますよ」と言つて自分自身をも含めて励ましている。

民生児童委員の活動もその一つ。 頑張つて力を入れてやつてきたのではなく、自然にやつてき
た。 自分にできる事を出していこう。そうすれば支え合える町になると信 じて。
民協の活動とは、かつては お金に困つている人には生活保護を というのが主流だつたけれ
ど、もっと見わたして見るようにと考えた。 家庭の中で困つていることは何だろうか。働いて
いるお母さんの子供たちのことはどうだろうか。と考えて学童保育に取 り組んだりもした。

日常みんなが困つていることを、声に出して対応していくのが民生児童委員の役割だと思う。

桔梗が丘民協では、障がい者のための交流会をしたり、高齢者の仲間のつながりを求めて、サ

ロンをやつたりと、民生児童委員が中心になつてできるところから取 り組んだ。 他の地区では、
そんなことは民生児童委員がすることではないという声も出ている。 いずれは地域の人と一緒
にやっていくことになつていくと思うけれども,初めは、地域のこと、必要な人のことを一番よ

く知つている民生児童委員が中心になつて進めていけば絆は深まる。

民生児童委員の役割は、一人ひとりの個別の支援が中心であるけれども、個別支援をしていく

には地域全体にそういう支援を大切にす る力と思いがあることが大切だと考えてきた。

そういう考えで 40年もの長い期間に多くの仲間に支えられて、一緒にやつてこられて幸せだっ
たと思う。

平成 24年 7月 19日 に聞き取りました。

一つの道をとことん極めやりきつたとの思いが伝わつてくる話でした。 .同

まだまだ今後も地域福祉のために活動を続けられるに違いありません。 W
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―卜してきました。

報告者 : 佐藤 ゆかり

婦人参政同盟二重県支部の古林ス子につい

今回の調査報告は、その続編です。

磁愛媛髪周理割 (愛媛県立図書館・愛媛大学図書館 。松山市立図書館 2012年 12月 25～27日 )

古林久子のその後を調べる旅。思えば、往きのセントレアで手袋を片方落とした時から、嫌な予感が

していた。結論からで申し訳ないが、愛媛調査の 3日間で、古林久子の愛媛帰郷後の足跡は見つからな
かつた。

ただ、古林久子が帰郷したと思われる 1930(昭和 5)年 5月の 1年後である、1931(昭和 6)年
6月 10日に、松山市で「婦人参政権問題大講演会」が開催されている。主催は婦選獲得同盟、後援は
海南新聞・愛媛新報の地元新聞社。婦選獲得同盟の市川房枝と金子茂 (山高しげり)、 武知美興子 (松山

市出身の婦選獲得同盟政治教育委員)が来県し、それぞれ「婦人参政権?公民権 ?」 (市川)、「婦選運動
の現状」(金子)の演題で請演を行つた。それに先立ち、講演会前日の 9日、海南新聞主催で「婦人参政
権座談会」も行われた。婦選獲得同盟の 3名のほか、愛媛の教育関係者・婦人会代表 。名士夫人など 15
名 (男性 8名 。女性 7名)が出席し、婦人参政権について意見交換をしている。そしてこれらを契機に、
翌月の 7月 4日、婦選獲得同盟松山支部が誕生した。7月 6日「海南新聞」には、幹事以下、21名の
会員・維持会員・会反が名を連ねている。

これら 15名あるいは 21名の中に、古林久子がいたのではないか、と私は考えた。確かに伊勢時代
は婦人参政同盟二重県支部、愛媛に戻つてからも少な<とも 1931(昭和 6)年 5月の段階までは、愛
媛県で婦人参政同盟の一員として情報発信をしている (会報 14号参照)。 しかし新天地で活動をするに
あたり、より連帯できる道を求め、婦人参政同盟から婦選獲得同盟へ “宗旨替え"した可能性もある。
そう思つた時、「婦人参政権座談会」出席者の中に、「番町小学校 梅木ス子」の名を見つけた。実はこ
の梅木ス子、会報 13号で紹介した古林ス子とは特定できなかった 2人の「久子」のうちの 1人である。
「もしや」というわずかな期待にかけたが、残念なことに (?!)愛媛県立図書館には『番町校史』の
所蔵があり、その中に教員名と在籍期間の記録があった。梅木ス子の在籍期間は、古林久子が伊勢で活

躍していた時期と見事に重なつており、間違いな<別人と判明した。

こうして、古林久子の愛媛調査は、止まってしまつたのである。

なお、会報 12号で紹介した「明治 25年愛媛に技術伝習に行つた三重の熟練女工」についても調査
をした。この元となつたのは、やはり「愛媛新報」の記事であった。ただし明治 42年 7月 17日「本
県蚕業の沿革 (六)(本県蚕病予防吏員矢野藤吉氏の談)」 の一節であり、あ<までも矢野藤吉なる人の

回想で、明治 25年その時点での記事ではなかつたため、それ以上の情報は得られなかった。
*       *       *

無 <した手袋と同様、「古林ス子」「熟練女工」の 2人の行方は、また間の中である。
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【A磨 ミネ生愛ミFCD5遷]石丹ヂ電子万言周建羹 (法政大学多摩キヤンパス内 2()13イ li l月 2911)

前/」Nら機会があれば一度訪れてみたいと思つていた研究所。名前
は知つていたけれど、その歴史も恥

ずかしながら全く知らず、今回初めて、それが法政大学のしかも多摩
キヤンバスにあると矢]つた。で、

今回、何を見に行つたかというと『婦人参政同盟会報』。前回
。前尺回は、市川房枝記念会女性と政治セ

ンター図書室所蔵の第 4～7号をもとにレポートしたが、今回、大原社会問題研究所
に他の号の所蔵が

あるとわかり、雪残る山の中の大学に、バスに揺られて出向
いたのだつた。

研究所に所蔵されていた『婦人参政同盟会報』は第 1～ 5・
7～8号。1号の発行が 1925(大正 14)

年 5月で、以降ほぼ年 1回、5月前後に発行されている。

ここで 3号に着日したい。3号の発行は 1927(0召和 2)年 5月である。「本同盟支部所在地」
とし

て、岡山・岐阜・埼玉・神奈川各支部とともに、岡山
・岐阜に次いで 3番目に「三重県支部 宇治山田

市吹上町」が出てくる。これが同会報における二重県支部
の初出である。故た「フースシー」(WhO's she

の意か)の欄に「古林ス子女史 伊勢婦人新間の主筆で御座います。文筆も弁舌も共に御達者
で御座い

ます。まだ廿六才ですお自重を祈ります。」とある。これ
も同会報における古林ス子の初出である。この

掲載の少し以前から、二重県支部も古林久子も同盟の活動
を開始していたと考えられる。

ところで同号には、岡山県支部の発会式の模様や役員の紹介、
活動状況などが 1ページ強にわたつて

書かれている。またその後のページには婦人参政同盟第
2回総会の様子が報告されており、そこに「特

に岐阜支部より中山隆子女史上京出席せらる」とあり、地方支
部からの総会参加はこれが最初であつた

と思われる。こうした報告の二重県版は、この号にはまだ見
られない。これらのことから、本部では、

二重県支部の活動状況あるいは重要度を、岡山
・岐阜に次いで 3番目と見徴していたのではないかとも

推察できる。

次に 7号を見ていく。7号は 1931(昭和 6)年 5月、前ページ 【愛媛調査】で紹
介したとおり、こ

の時、古林ス子はすでに愛媛に転居している。この号で古林
久子は、自らも参加した第 2回全日本婦選

大会の模様などを「婦選大会の感想」として報告した (会報
14号参照 )。 ところでこの大会には、三重

県ゆかりの尾崎行雄も主賓級で招かれ、演説をし、そ
の要旨が掲載されているので以下に示したい。三

重県選出の憲政の神様が、婦人参政権に協力していた
ことはかなり矢0られているが、その彼が当時どん

な考えで婦選運動を後押ししていたか、うかがい矢
]ることができる資料といえるのではないか。

尾
崎
行
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の
演
説
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旨
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か
く
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き
盤
大
な
る
会
合
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感
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、
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。
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国
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人
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を
与
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と
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、
た
し
か
に

時
勢
の
然
ら
し
む
る
と
こ
／，
に
し
て
日
下
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り
ぃ

婦
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問
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あ
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三重の七性聰』隕想文
二重の女性史研究会では『二重の女性史』感想文を随時、

今回は、名張市の福森圭子様より、感想を頂戴しました。

の一部をご紹介させていただきます。

募集しております。

福森様、ありがとうございました。そ

(前略)

三教組の産体獲得闘争では、自分がもらった産体や育休によって働いてこられたありがた

みを、改めてあたりまえではなく先輩たちの闘争によって勝ち得たものであることを思いま

した。

又、自分の母が、代用教員から始まって、二人目の私を産み育てるあたりの苦労を断片的

に語つた内容をおぼろげに思い出し、少 し胸が苦しくなりました。第二編での 「聞き書き」

では、個人に焦点が当てられていて、いろいろな不合理や矛盾に対 して、敢然と闘 う意志や、

なにかをや り遂げるための決然とした判断力を持ち合わせた人物たちの行動力に、すごい人

たちがいたもんだと思いました。自分の知らないところで、多くの

りつばな人たちがすさまじい努力で、功績を積み上げてこられてこ

その現在があることを感 じさせてもらいました。

このような方々の調査・分析・記録をすることで、しっかり後世

の人たちに伝え、同じ二重県人として勇気を与えていただけること

に感謝 します。一方、このようなりつぱな著作をなかなか読み通せ

ない自分に、ただただ恥 じ入るばかりですが、すばらしい方々が三

重におられたことを知る機会を与えてくださつたこと、本当に有難

うございました。

(名張市・福森圭子 )
/ノ
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三重の女性史研究会では、引き続き『三重の女性史』感想文を募集しております。下記事務局あ
て、またはお近<の当会会員までお寄せ<ださい。(『三重の女性史』は三重県下の主な図書館、
また全国各都道府県男女共同参画センター等に配置していただいております。)

ご警IL進きたいこ里壁|ギ 議ヽ■ミ・
―

    {聾長豪さ
―
無 ヽ理シ亀き‐罐聾亀豪き発腎名きヽ考多衆議ヽ‐罐シ亀豪さ‐

拗   ♂
嬢 趙 躊 礼 絣 了 ヴ

、1孝卜J:導卜 髪多 へ表・ ご警:春

―

|… 野 野 議 鋒 ‐

―

‐運多亀嘉さ

―

ギ撃兵譲ヽ一

【お申し込み 。お問い合わせ先】

二重の女性史研究会事務局  〒514‐ 1133 二重県津市久居万町 638-2 佐藤ゆかり方
TEL&FAX:059-255-7813  MAIL:mie‐ herOⅨ勿ewel.Ocn.ne.jp

8

一‐

新入会員☆募集中

詳しく勝下記の事務局きて

☆三重の女性史研究会では、皆さまからの情報提
供や、出前講座のお申し込みなど受け付けており
ます。
お気軽に下記までご連絡<ださい (^一 ^)☆


